
2023.10.15 フードバンク山梨設立15周年記念セレモニー

だれもが食を分かち合える社会のために

日時：2024年5月22日（水）13：30～
  会場：山梨フードバンクセンター

Т˔ЖНрϼ╦
16ᵕ ṍ ᵓ



2023年度事業活動報告・活動決算報告・監査報告
承認の件

1.開会の言葉

2.理事長挨拶

3.議長選任

4.書記及び議事録署名人の選出

5.議案審議

第1号議案

6.報告事項
（1）2024年度事業活動計画及び活動予算 報告の件
（2）第8期理事会役員 増員の件

7.議長解任

8.閉会

認定NPO 法人フードバンク山梨
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ˮТ˔ЖНрϼ╦ ˯ψʺ ӽχᵧ χᴛΤΜέ◦כρẸ χΣΤΫπʺ┌ Ⱨ
15 ϬὝΠϥάρΥπΦϘΰθʻΰΤΰσΥϣʺ₈ ψ2024 χᾕ τ ΰθ

τϢϤʺ χ ᵫΪρσϤϘΰθʻϘθʺ ᴣχ ψ Υ◦כ
βϥЄрϽиЫЃ˔σς τ ΦσֲốϬ ΠοΜϘβʻּזᵓψʺ χᶊ₯Υ
ᶈ ΰʺ Τσ ψϢϤ Ττʺ ΰΜ ψϢϤ ΰΨσμοΜϘβʻ

◓Ӿο χᴪ Τϣψʺˮ ᴣ‰ πΣΤγ1 ιΪχ ϜΚϤϘβΥʺТ˔ЖНр
ϼήϭχ◦כΥ τΚϤΥθΨʺᵧ τḇּךΰσΥϣᵃέΰθ1 πΰθ˯ρΜΞ
ΥṄδϣϦοΜϘβʻϘθʺˮθΨήϭχ ϓ Υ μθ ψʺϘϥπ χϢ
ΞτᵈΥᴪϬṃΰΜṓⱱκτΰοΨϦϘΰθʻ◓ӾοΥ ϩμθϣʺ♆Ϝ◦כβϥ
τσϤθΜπβ˯ρχḇּךχᾠ ϜΚϤϘβʻήϣτʺ8⅞χ χ◓ΤϣψˮΜνϜ
ΚϤΥρΞέίΜϘβʻάϦΤϣϜϢϧΰΨΣḻΜΰϘβʻϼзІЫІτάΞΜΞФ
йЉрЕΥΚϥρΞϦΰΜπβʻΚϤΥρΞέίΜϘβ ˯ρχЮАЈ˔ЅΥṄδϣ
ϦϘΰθʻ

◓ςϜθκΤϣχ ψʺ♆θκχᶨ χᾖ ρσμοΜϘβʻˮ◓ςϜθκΥӾμ
θḕẽτΤΤϩϤσΨʺ ḺπΜοϕΰΜ˯ρΜΞḻΜϬịτʺТ˔ЖНрϼᶨ Ϭ
αοʺ Ϊ›ΜχּזᵓϬ ΦʺᴛΤσ ḕּזᵓϬ ◙ΰοΜϘβʻ

ϣΨ ᵓρήϦοΦθⱲזּף τʺ θσףϬ Φʺ ӽּזᵓχᴿ τ τ︡Ϥ
ϚάρΥẐϛϣϦοΜϘβʻᵧ χέӪᾋϞϯϱДϯψʺ♆θκχᶨ ϬϢϤ῟ᴮ
Τνⱱ ᴦ σϜχτβϥθϛτ ᴦὧπβʻ₈ῇϜʺ ӽχᵧ ρẶτ ϙʺϢ
Ϥ Ψχ ˑτṆ ρ ḺϬ Ϊϥθϛτ ϛοϘΜϤϘβʻ

ΩῇτʺάϦϘπχέ◦כτ Τϣḇּך ΰ ΫϘβʻТ˔ЖНрϼ╦ ψʺᵧ χ
ᴛΤΜέ◦כσΰτψ Ϥ κϘδϭʻ₈ῇϜʺ ӽχᵧ ρẶτ Ϭ›ϩδοϘΜ
ϤϘβʻ

NPO ⁵ Ẉ Ỏ Ẉ Ẫ
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ổּנ; ϋ SDGs בּ Љ ₢⁮

＊SDGs とは、あらゆる形態の貧困に終止符を打ち、誰も置き去りにしない
取り組み。2030年までに持続可能な世界を実現するための17の国際目標。

フードバンクに関係する目標

認定NPO 法人フードバンク山梨
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1,194ⅎ ᴱ ϧ γῺ ằ̻ ἵ Ἠ

̙ᾉ τῲΥϥᾉ Т˔ЖНрϼˢFBx
行政との連携地域と合わせて、ほぼ県内全域
（27市町村中21市町村）での支援体制を構築。

̙Ϸржϱрτ ԁΰθ ΰ₅ϙϬם☼
ˢ Ⱨּי Т˔ЖНрϼ╦ ᾉ FBx
２次元コードからグーグルフォームに入力。
ライングループ登録も推奨。

̙ᶆ Υ ꜛχᶨ Ϭ ᵫ
食品の収集や行政との連携など、各団体の強
みを生かした取り組みをスタート。

FEB ╚ ằ̻

認定NPO 法人フードバンク山梨

ネットワーク活動報告会（オンライン）

テレビ・新聞で報道されたセミナー

配布会場にて留学生と懇談

各団体は、地域の困窮者の掘り起こしと支援を独自に実施
・①～⑪：「山梨県内におけるフードバンク活動に関する
合意書」を結んだ団体
・①～⑬：「つながるスマイルプロジェクト」で会場配布
を行う団体・企業
＊FB:フードバンクの略

12

■フードバンク・スタートアップセミナー2023
5/17 県内FBの活動をわかりやすく紹介するセ
ミナー。新たに3団体1企業が活動をスタート。

■意見交換会＆助成金申請講習会の開催
1/24 これまでの活動の振り返りと助成金申請
のポイントを伝授。

■乳幼児応援プロジェクト（NOP）での食品配
布を2回実施。
県内FB会場での配布機会を増やした。

2023年度のトピック

╦ ᾉ FB ʾẸ ḼỘԁ

Ẹ ώαίΨϣˢ ●ᴱῢᾰ ˣ
ᵓזּ ♅ ╦ Ί  ˢה ◕ˣ
≤ιϭϖϣχᵓˢ ≤◕ˣ

NPO ‰ ⁬ᵓϬזּ βϥᵓˢ  ◕ˣ
ТϮЬз˔Ш˔ЭˮΤΜώαШ˔Э˯ˢ ϯиФІ◕ˣ
NPO άςϜЂЪ˔ЕϞϘσΰˢ  ◕ˣ
NPO ΩϭσΜϞ- syoku -ˢ ◕ˣ
ϢϤζΜ ˢ ◕ˣ
ᵓזּ ♅ ᵓˢ  ◕ˣ
ᵓזּ ♅ ΧϭΥ ♅ᵓˢ  ◕ˣ

NPO Т˔ЖНрϼ╦ ˢ ϯиФІ◕ˣ
NPO ●χ ρТ˔ЖЂЪ˔Еˢ ●ṷ ◕ˣ

ᶴ꜠ᵓּזЄаЕй˔Љˢ ט ˣ
NPO ӽνσΥϤΣ ᵓκόЎвϳˢ ˣ◕״

1
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ІЫϱи χ ӱ

Γ ͻ᷈ ̚Ӽ ἵ ⁵ 6εỸẴ

̙ᾉ Т˔ЖНрϼˢFBx ρχ ὀπם☼
県内FB の意向を調整し、配布会場・日時を決定

̙ ṍ σТ˔ЖОрЕз˔ˢ ᵓˣᵫ℗
2023年6月より翌年3月にかけて、6回実施

ṁכ◦̙ ϬʺϢϤὊↄ τ₉ẖΰοΜϥ τ
ᾢ
生活保護を除く住民税非課税・児童扶養手当全額
受給・給付型奨学金受給のいずれか

₢⁮

認定NPO 法人フードバンク山梨

身延店舗内の設営会場

「食品受取りスタンプカード」見本

企業初参加時のプレスリリース

932

̙ḼỘ Υ ϛο ᵓ τ˂
6/15 株式会社シャトレーゼ身延店にて開催

̙ІЌрФϸ˔Жπ ₅ϙ︣ ΦϬḛ ᴟ
6/3 センター会場ではスタンプカードを試験的
に導入し、定期的開催による申請の煩雑さを軽
減。カード提示によりスピーディーに受け取る
ことができるようになりました

̙ᶆᾉ FBᵓ πχ Ϭ ḧ6ᵕם☼
支援機会増加のため9月より月1回の頻度で開催

2023年度のトピック

2023年度は年6回実施しました。利用基準の見直しと、
秋以降の会場確保及び周知を進めた結果、利用世帯が増
加傾向に転じました

会場配布の様子

6
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̸ 626 ‗ ḛӄⅎ Ӝ

̙╦ Т˔ЖНрϼЈрЌ˔ᴶ τϢϥ῟ᴮ
ˢ2022.12̇ ˣ
保管能力70トン、15トン車搬入可、精米機完備など

̙ḼỘΤϣ χṄ ϦϬІЌ˔Е
冷凍庫・冷蔵庫・保冷車・保冷ボックスの整備

̙ͩ͞ЄІГЭϬ 
寄贈時のペーパーレス化を進め、タッチパネルでの
入力に切り替え

Ҷ ֖Ỏԃ →

10トントラックで寄贈された食品

2022年12月に山梨フードバンクセンターが稼働し
ました。その後、寄贈量・配布量とも大幅増加し
ています。

295

̙ Υ ᶋ Т˔ЖНрϼχ ᶤϬ Ξ
県内各地のフードバンクの立上げや活動の充実を
支援
̙ ⁯Т˔ЖНрϼ ẸṳᵓτϢϥ Ϭכ◦
Ϊθ

̙215Ерτ ΰθ ῢ Ṅ
2,919㎡の敷地面積に、70トンの食品が保管可能
なセンター（570㎡）をフルに活用

2023年度のトピック

︡ӌ χ ӱ

用紙への記入からITシステム入力へ

冷凍車を使って冷凍食材の引取り

電動フォークリフト2台完備

認定NPO 法人フードバンク山梨
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10Ậ ᶺ↓ Ἆγ ẻӣҡγ ע ѻ ‗ ằ̻
ѕ ̸ 5 327ᴙ 52 ằ̻ ᶺ

̙10χ◕ ʾּזᵓ ♅Ẹṳᵓρ ὀΰθ◦כϬם☼
（南アルプス市、中央市、笛吹市、山梨市、都留市、
上野原市、昭和町、市川三郷町、身延町、富士川町）

כ◦̙ ʾṍḧ
1ヶ月に2回食品の発送 最大3ヵ月間
β窓口担当者の判断により支援期間の延長あり

̙ ρβϥ
連携する行政・社会福祉協議会の窓口担当の
判断により、依頼された生活困窮世帯。
ひとり親世帯、多子世帯、高齢者世帯、外国籍世帯など

(4)‗ Ỏԃ 422

2023年度のトピック

■月別支援件数では2024年3月は472件。前年度3月の
413件より59件（14%）増加。
総支援件数では2023年度は延べ5337件。前年度の
延べ4582件より16％増。
物価高騰の影響を受け生活が圧迫されている世帯が多い。

●高齢者世帯（65歳以上）
年金（2ヶ月に1回、月に平均約60,000
円）だけでは生活が苦しく、年齢的に
就労も難しく収入を増やすことが難し
いため状況の改善が難しい。生活保護
の受給により支援を終了するか、支援
を長期化するケースが多い。

2024年3月の支援件数472件のうち、高齢者（65歳以上）世帯は140世帯。
また、母子世帯は125世帯、父子世帯は9世帯であった。

申請が多い世帯と傾向については以下の通り。

●ひとり親世帯
元夫からの養育費を受けていない家庭
が大半、世帯収入が少なく生活が苦し
い状況が多い。また、親や子どもに精
神や身体障害がある世帯が多く、安定
した就労・収入が得られないため長期
に渡る支援が必要なケースが多い。

箱詰め作業の様子

支援した食品の例

認定NPO 法人フードバンク山梨
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連携している10市町や県内外の方々からの「明日の食べるものがない」「所持金が
1000円程度しかない」という緊急の声に対応した当法人独自の支援を実施。

また、食品引き渡しの際に各行政の窓口担当者から地域の支援状況について聞き取り
を行った。工業団地が多く外国籍労働者が多い、高齢者が多く住んでいるなどの地域
特性がある中で各担当者が支援を行っている。

Ṑḩϒχכ◦̙ Φ︡Ϥ

2023年度緊急支援

̙ ρχЀЬвИϾ˔ЄдрʾνσΥϤἹיּ
「ふーちゃん通信」では季節や時事など身近な話
題を投げかけ。返信用ハガキやQRコードにて回答
を集め、次号で結果を掲載するなどの企画も実施。

̙ Τϣχיּ ϞΣ ϙσςψʺQRЀ˔Ж
πϜ
情報を迅速に共有できるよう、利用者からの
相談や悩みに対しては、「ふーちゃん通信」内の
QRコードからも受け付ける。高齢の利用者も多い
ため電話での対応可能な体制をとっている。

̙ṓᾏΞṓⱱκρṗ ḇϬΣ Ϊ
山梨英和中学・高等学校様からの季節に合わせた
折り紙作品をいただき、食品と一緒に同封。「折
り紙作品を部屋に飾っている」「かわいい作品が
届いて嬉しかった」などの声をいただいた。

山梨英和中学・高等学校
ひまわり部様から

歳時ごとに寄せられる
折り紙作品

食品箱に同封している「ふーちゃん通信」

市内の小中学校と連携しており、学校
からの定期的な報告書により、生活環
境が気になる児童に対して訪問支援を
行っている。
また、朝食を食べていない・食べられ
ない状況の児童に対しては、集中力や
身体能力などの低下を懸念し、登校後
に別室にて食品を提供している。
食品は担当者とフードバンク山梨で連
携・共有しながら準備をしている。

高齢者の方の窓口相談が多く、食べ物
がない・ライフライン（水道・電気・
ガス）が止まってしまった段階からの
相談も多い。
そのため、窓口では缶詰やカップ麺、
防災食など、そのまま食べられるもの
を活用することが多い。
地域包括支援センターや健康推進課な
どさまざまな機関から申請依頼が入っ
てきている。

高齢者の方の窓口相談が増えている。
一人暮らしで調理が難しい状況の方が
多く、缶詰やレトルト、そのまま食べ
れるものが活用されている。
支援世帯に対して、健康増進課、子育
て支援課、介護保険課など他機関と連
携して支援を実施。
訪問相談の際に食品を持っていくと相
談者の気持ちがほぐれ、相談に入りや
すく重宝している。

ひとり親世帯や外国籍世帯の窓口相談
が多い。外国籍の方はさらに兄弟や知
人に共有することが多く、横の繋がり
からの新規相談も増えている。
通訳士が窓口に常駐し、訪問にも同行
している。
また、就労の不安定から生活が困窮す
るケースが多い。派遣での契約満期、
打ち切り、本人による自己退職など。

認定NPO 法人フードバンク山梨
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˲‰  ˳כ◦
̙ ρITכ◦ ∙Ӿ „℅χם☼
高校生のいる世帯と児童養護施設の退所者（ケアリー
バー）に対して、食料支援とITの知識や技術を提供する無
料の講座を実施。未来を切り拓く力をつけ社会で活躍する
ための支援となる。
̙ ϒχ ṍ◦כ
月に1回食品の発送を行った。
児童扶養手当・高校生等奨学給付金・住民税非課税の
世帯を支援した。

˳כ◦יּבֿ˲
全国フードバンク推進協議会が内閣府と進める「令和5年
度 孤独・孤立対策活動基盤整備モデル調査」に協力し、ケ
アリーバー（児童養護施設や里親などの社会的養護のケア
を離れた若者）の支援団体と連携し、食料支援を行った。

(5)᷈ᶡ− ἣἐằ̻ 141

2023年度のトピック

母子世帯

84%

父子世帯

3%

その他

13%

כ◦ χᴪ ệ

◓ ◓ ζχ

118世帯 4世帯 19世帯

ệ/
◓ằ

1˙2 3˙5 6 ӟ

◓ 95世帯 21世帯 1世帯

◓ 4世帯 0世帯 0世帯

ζχ 12世帯 5世帯 2世帯

ⱪ ︣
‰ 
ᶘẚ Ỳ

ᴿ

112世帯 11世帯 39世帯

̙23 כ◦ ψ141
フードバンク山梨の利用者、学校・団体から申請を
受付け支援を実施。

①支援世帯の84％は母子世帯

β両親がいる、子供本人のみ、などの世帯

②1世帯あたりの子ども人数は1～2人が78%。
子ども本人のみ、母子・多子世帯という状況の申請者も。

③申請の証明書は「児童扶養手当」が80％。

β複数の証明書を提出している場合はそれぞれ計上。

認定NPO 法人フードバンク山梨
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他にも、不登校になっている子どもがいる、世帯主が親の介護のため就労できない、大学
に進学を希望していたが家に収入を入れてもらうため進路を変えて働くことになった、ア
ルバイトを子供にしてほしいが学校が認めてくれないなど、世帯の安定した収入のために
子供が協力をしている世帯も、少数ではあるが存在していた。

̙23 ΥΚμθᶘ  ψ41 
本人による申請のほか、スクールソーシャルワーカーや担任の先生からの相談が食料支援に
つながったケースがあった。（数字は世帯数）

■申請世帯の状況
子供が高校生になり、給食がなくなった分
お弁当などの昼食の用意や食べ盛りに入り
食費がかかる中で物価高騰の影響を受けて
いる。
また、タブレットなどの端末購入や制服代
などの出費が大半の家庭で生活を圧迫。

■支援担当所感
申請世帯には母子世帯が多く、さらに親や
子どもが精神や身体の障害を抱えており、
体の影響で就労できない、子どもの送迎や
通院が必要でしっかりと働けない等の理由
のため、安定した収入を得ることができな
い状況である世帯が目立った。

̙ ρχЀЬвИϾ˔ЄдрϞνσΥϤיּ
ϬГ˔ЫτˮΣθϢϤ˯Ϭ⌠
季節や時事など身近な話題を投げかけるとともに
利用者からのメッセージ等を次号で掲載するなど
の企画も実施。

̙ Τϣχיּ ϞΣ ϙσςψʺQRЀ˔Ж
πϜ
申請世帯のほとんどがスマートフォンを利用して
おり情報を迅速に共有できるよう、利用者からの
相談やお悩みに対しては、電話や「おたより」内
のQRコードから受け付ける。

̙῝꜠LINEχ
次回の配送日について、毎月のおたよりに掲載し
ているが、問い合わせが多いためLINEを導入し、
次回配送日の連絡を行っている。
なお、現在の登録数は51世帯。

認定NPO 法人フードバンク山梨
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「おたより」は重要な
コミュニケーション

ツール

中央高校 18

甲府工業高校 7

青洲高校 7

都留興譲館 7

富士北稜高校 7

都留高校 6

農林高校 6

塩山高校 5

甲府昭和高校 5

笛吹高校 5

富士河口湖高校 5

甲斐清和高校 4

つくば開成高校 4

韮崎工業高校 4

韮崎高校 4

日川高校 4

ひばりが丘高校 4

甲府東高校 3

吉田高校 3

上野原高校 2

かえで支援学校 2

甲府商業高校 2

甲府西高校 2

巨摩高校 2

駿台甲府高校 2

星槎国際甲府 2

帝京第三 2

日本航空高校 2

北杜高校 2

甲陵高校 2

角川ドワンゴ学園 1

甲府城西高校 1

甲府第一高校 1

自然学園 1

白根高校 1

富士学苑高校 1

富士宮北高校 1

山梨学院 1

山梨高校 1

やまびこ支援学校 1

わかば支援学校 1

高校卒業 1



̙‰  ϒχIT ∙Ӿ „℅χם☼
・生活が困難な家庭に育つ子にも、プログラミン

グ技術を身に着ける機会を提供することにより、
ITの即戦力としての就職など、将来の選択肢を
増やすことを目的に学習講座を企画。高校生の
いる食料支援利用世帯に受講を呼びかけた

・ヴィジョナリーパワー㈱、㈱スクーミーの協力
で9-3月のオリジナルプランを作成

・4名の申し込みとなり、次期本開講に向けての
トライアル開催とし、９-11月に実施した

・高校生は部活や就活で多忙のため、参加しやす
い形式や意欲が持続できるしかけが必要である
ことがわかった

・2024年度は準備期間とし、企画の再構築を行う

̙Ͼϯз˔Н˔ϒχ ☼םχכ◦
・「令和５年度孤独孤立対策活動基盤整備モデ

ル調査」事業を受託した全国フードバンク推
進協議会と㈱日立製作所の仕組みづくりに、
食料支援実行団体としての参加要請を受け、
推進チームに加わった

・具体的な食料支援の枠組み作りのために、同
チームとともに県内の里親会や自立支援施設
を訪問。里親家庭やケアリーバー（里親のも
とを離れて暮らす若者）の生活実態をヒアリ
ング。これをもとに食料支援の方法を論議し、
ベースとなるフローを構築した

・里親制度のうち、孫を養育する場合は公的支
援が少なく、生活が厳しいことが分かった。
またケアリーバーが県外で暮らすケースでは、
周囲の人との新たな関係構築が難しく、孤立
し困窮することがあると知った。多くは社会
経験の乏しさや成育環境から、調理などの基
本的生活スキルが不足しており、食料支援に
ついて配慮する必要性もあった

「可能性に気づき、伸ばしてほしい」とのメッセージ

学習の目的、ソフトの使い方などを学ぶ

対応した内容をまとめ全国の団体へ共有

試行期間3か月間に里親支援として15世帯、
ケアリーバー13世帯を支援

認定NPO 法人フードバンク山梨
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ᶘ Ὂ

1851
68%

“ Ὂ

866

32%

申請元比較（夏・冬のべ数）
̙“ Ṑḩρ ὀ
・子どもの貧困対策連携協定を締結した、南アルプス市・中
央市・笛吹市・山梨市・都留市・北杜市・大月市・上野原
市・昭和町・身延町・山中湖村の11市町村と連携。管内の小
中学校に通う準要保護世帯に学校を通じて当法人の食料支援
案内を配布。希望する世帯は直接当法人に申し込み
・県内各市町村の行政窓口には申請書を配布

כ◦̙ ʾṍḧ
7月・8月の夏休み期間中に2回。12月の冬休み期間中に1回

̙ ρβϥ
準要保護世帯（就学援助などを受給している世帯）。18歳以
下の子どもがおり、各行政窓口で支援が必要と判断された世
帯。

(6) ằ̻

高校生による箱詰め作業の様子

食品や日用品と共に図書とレシピ集を送った

2,717

̙Ṅ χ
企業から寄贈があった図書を年齢に合わせて食品と一緒
に送った。幼児や低学年の子ども、その親から喜びの感
想が多く寄せられた。
̙ˮḛ йЄС ˯χ⌠ ρ
夏の健康を維持するために、夏休みに子どもと楽しく作
る簡単レシピを同封した。
・缶詰や乾麺、防災品等を使って簡単に調理ができる手

作りのレシピリーフレットを届けた
・レシピは山梨学院短期大学深澤早苗教授と共同で作成。

アンケート調査で「食費を削る」の回答が多く、ヒア
リングでも「食事をしない」「食事の量を減らす」
「栄養不足が心配」「深刻な体調不良を訴える」など
の声を受けて作成した
̙︣⌠ϤχЮАЈ˔Ѕϸ˔Ж
山梨英和中学・高等学校YMCAひまわり部の皆さんからの
手作りメッセージカードを届けた 。

夏の取り組み

2023 ᴨ
Т˔ЖНрϼάςϜ◦כФкЅϴϼЕ

ˢ͓Ὦʾ͔Ὦˣ

支援世帯数 のべ1793世帯

１８歳以下の
子どもの人数

のべ3444人

母子世帯数割合
のべ1374世帯

（全体の77％）

連携学校数 114校 手作りのメッセージカード

ѻҶΊ Ẫ ᴑ‗ ặ ᴜ → ằ̻
2,717 ⅎ Ẫ ̸ 5,233 ⁵ ằ̻

認定NPO 法人フードバンク山梨
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引換え商品のピザとシャンメリー

■本年度は、食品や日用品の支援に加えてクリスマスプ
レゼントとして、ピザとシャンメリーの引換券を贈った

・子ども１人あたり２枚のピザと各家庭１本のシャンメ
リーと引き換えができる券を準備した

・クリスマスに間に合うよう、食品の箱とは別に郵送で
送った

・住んでいる地域で、より近い店舗に引き換えに行ける
ように、店舗ごとに割り振った

Ẽ山梨県新人職員、グレイスロード、山梨短期大学の学
生の皆さんにクリスマスカードを作成していただき、
各家庭へ贈った

冬の取り組み

2023 Т˔ЖНрϼάςϜ◦כФкЅϴϼЕ

支援世帯数 924世帯

１８歳以下の子どもの人数 1789人

母子世帯数割合 708世帯（全体の77％）

連携学校数 114校

いつもご支援いただきありがとうございます。先日、いちやまマート

に行き、シャンメリーとピザをいただいてきました。皆さまのご配慮

に胸が熱くなりました。１２月２４日の夜、娘たちといただくのがと

ても楽しみです

いろいろな場所やイベント等でスタッフの方々が食品を集めてくだ

さっていて、多くの人たちからの善意が私のところに届いているんだ

なと思うと、大切にいただこうと思いますし、これからも頑張らな

きゃ！と前向きな気持ちになります。いつもいつも本当にありがとう

ございます。この感謝の気持ちを忘れず、頑張ります！

いつも貴重な食料や日用品、そして思いやりの伝わるプレゼントやメッセージの数々をありがとうございます。何年もフー

ドバンク様からのご支援をいただく中で金銭的にも余裕がないなと不安に思う日々から、そろそろフードバンクの荷物が来

るから大丈夫だと思わせていただくような心の余裕ができることが感じられています。頼ってはいけない、頼れないと思っ

ている中でそんなことを考えるのも不謹慎だと思いながらも私たち家族２人の中では、楽しみよりも不可欠な存在にあるこ

とをお伝えさせてください。

利用者からの声

認定NPO 法人フードバンク山梨

14



̙“ ρ ὀ
県下27自治体と社協の窓口にチラシを配布した

כ◦̙ ʾṍḧ
4月・11月の年2回

̙ ρβϥ
未就学児がおり、児童扶養手当を受給している世
帯か住民税非課税の世帯。または、各行政機関で
支援が必要と判断された世帯

(7) ố̻͒

直接配布の様子

お子さんが喜ぶ食品や雑貨も用意

ミルク・おむつの配布はチケット制

ロッカーは24時間受け取り可能

262

̙ χᾋיּ ΰ
今年度から、より生活に困っている世帯へ支援を届
けるために、対象を住民税非課税世帯、または児童
扶養手当受給世帯に変更した。配布当日に受給して
いる制度の証明書を受付で提示してもらい、食品を
配布する形で支援を実施した。
̙ Τϣᵓ πχ ϒ
県内フードバンクを含めた会場での直接受け取りと、
当法人の敷地内に設置した無人ロッカーでの受け取
りで実施した。
̙ΣϚνʾЬиϼχ ᾋ ΰ
品物の提供に代えて必要な世帯にチケットをお渡し
した。

直接配布型の支援へ

いつもみなさまの温かいご支援ありがとうございます。

今回もたくさんの品を受け取らせていただき、感謝の気

持ちでいっぱいです。

食料品だけではなく洗剤などの日用品、化粧品、子ども

服なども譲っていただき本当にありがとうございました。

値上げばかりで、通帳を見てはため息ばかりで先行きの

見えない不安に落ち込むことも多いですが、こうして受

け取り、子どもが嬉しそうにお菓子を取ったり、洋服を

着たり、私も普段買えないような良質な化粧品をつけた

りとする中で明るい気持ちになることに気づきました。

世の中も辛い中、こうして定期的なご支援をしてくださ

ること、大変かと思いますが、たくさんの方々の支えが

あることを忘れずに生きていきたいです。

利用者からの声

ᴱ ע ‗ ằ̻ ⅎ ὀϹố
· Ῠ ‗ ӡ ˰иᴞ

認定NPO 法人フードバンク山梨
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Ẉ ‗ ằ̻ ἵ ⅎ 404ᴙ
ꞈ ằ̻ ằ̻ ỸẴ

̙ ʺכ◦ ☼םχכ◦
食のセーフティネット事業をはじめ、各食料支援
の利用者、各市の自立支援相談窓口の依頼、返信
用ハガキ、相談フォームの相談内容によって、必
要な世帯への電話相談やアウトリーチを実施。

̙ ρβϥ
・フードバンク山梨の食料支援受けている世帯
・電話での問い合わせや相談のあった生活困窮者

(8) ꞈ ằ̻

̙ᶆ◕χꜛ כ◦ ם
県内5市（中央市、山梨市、笛吹市、都留市、上野原市）においては、毎月の食料支援
と相談件数を報告。

2023年度のトピック

認定NPO 法人フードバンク山梨
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食品と一緒にお届けするおたよりに
相談フォームのQRコードを記載

̙
フードバンク山梨の食料支援を受けている世帯で、生活困窮が重篤な世帯や支援が長期
化している世帯、新規で支援を開始した世帯などに定期的に電話連絡し、生活状況や近
況、食品の活用などのヒアリングを実施。相談内容によっては訪問相談へ繋げた。

˲ Ϟ“ τνσΥμθⱧכ◦ ˳

̙
食料支援を受けている世帯の中でより複合的な課題を抱えている世帯に対しては、訪問を
し本人の状況や生活環境などをより深く聞くことで、事情に合った情報提供や行政への相
談アプローチの改善、支援物資の提供などに繋げ、状況の改善・解決を目指している。

“ ῢρὌΥϤ◦כτνσΥϥ

【経緯】
フードバンク山梨の直接配布にて申し込みがあ
り聞き取りを実施。 10匹の猫と内縁の妻と車
上生活をしており食べ物がない。本人が行政へ
相談するが支援につながらず。生活保護の受給
も検討したが、県外に住む息子から反対があっ
たため申請はしない。

【対応】
他のNPO法人に相談するなどして、無事に住居
先が決まり転居。また、転居先の行政窓口が
フードバンク山梨と連携している自治体であっ
たため、食のセーフティネット事業で1ヶ月2回
の食料支援と訪問相談を実施。

【結果】
妻の生活保護受給が決定。本人の就労も決定し、
10匹の猫は譲渡会へ出していくことに。

ЈрЌ˔ϒ Υ ʻ
“ ῢϒρὌΥϤꜛ ϒ

【経緯】
年金引き出し後に車上荒らしに合ってしまいお
金がない状況。食料支援を求めて来訪。水道と
ガスコンロで生活をしており、電気・ガスは停
止中。携帯がないため電話不可の状態。現住所
と本籍が違うため、それぞれの行政窓口に相談
したが管轄が違うと支援につながらず。

【対応】
フードバンク山梨から1回限りの食品支援を行
い、改めて各行政窓口担当者に相談。結果、現
住所の社協に支援を依頼。

【結果】
次回年金受給まで、社協窓口が本人の状況確認
と緊急食料の提供を行い、無事に年金受給日を
迎え生活が安定し支援終了に。



9 ϹὌằ̻

ɋTwinkle Stars Academy

ゲームで英会話に親しむ

小学生がオリジナルゲームを
手作りコントローラーで操作

登録者が欠けることなく
終えたTSA修了式

皆勤者も８名

162

開催期間：2023年７月～2024年３月 全９回
毎月１回日曜日 10：00～14：00

登録人数：２０名（小３～中３）
対 象：こども支援プロジェクトを受けた世帯
主 催：ヴィジョナリーパワー㈱・フードバンク山梨
協 力：㈱スクーミー・㈻バンビバイリンガル学園

イングリッシュプラス㈱・㈱まもかーる

・プログラミングの授業では、スクーミーボードを使っ
て身の回りの課題を見つけ解決するためのアプリづく
りに取り組んだ

・英会話の時間は、ゲームを通じてネイティヴ英語に親
しみ、世界の文化も学んだ

・お楽しみの昼食は、季節や行事に合わせた特製献立の
お弁当を、みんなで楽しくいただいた

・１月は卒業作品を制作し、小学生は自らプログラミン
グをしたLEDライトを配置して描いた絵を、中学生は
実際に使用できるお弁当の注文アプリを作成

・２月の発表会は保護者も招き、小学生はひとりずつ、
中学生はチームで作品のプレゼンテーションを行った

中学生がチームで携帯アプリ制作

IT ể ⁬ ⅎφ Љ ⁵ṗ ˟
Ằ ᾴ Ϲ− Ῠ ̥γ ӰỲ ϋḼ

保護者の声
＊子どもの選択肢をひろげる機会だと思っている
＊異年齢の子どもが一緒に活動するのがよい
＊子どもにとっていい大人との出会いは大切

いっぱいともだちつくって
楽しくプログラミングできた

きんちょうしたけど、みんなの
前で発表できるようになった

スクーミーボード

17
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大学生と一緒に宿題や受験勉強

156

開催期間：2023年４月～2024年３月
毎週土曜日 13：00～17：00

実施回数：３９回
登録人数：７名（小１～中３）
対 象：学習や生活に困難を抱えている子どもたち
開催場所：有野事務所（前期）・ひまわり支所（後期）
主 催：アラベスク（大学生ボランティアグループ）

・大学生＆高校生のお兄さんお姉さんと一緒に勉強やゲーム、
おしゃべりをして、楽しい時間を過ごした

・学習や進学のアドバイスだけでなく、時には悩みを聞いて
もらったり相談にのってもらったりした

・軽度発達障がいのある子には、その子に合わせた学習支援
を行った

・中学３年生２名が志望の高校へ進学した

Ɍ Ẫ

参加者全員でゲームを楽しむ

(10) ằ̻ Ҿ ⁵ ῾ “

ϬẐϛϥכ◦̙ τΰΪθ Ч˔Ѕ ᾁ
県内フードバンクと連携した支援を進めるため
に、支援を求める人向けのチラシを作成するも、 
ホームページ上にページを開設することは未達
成。

■LINEχ
食料支援利用者のためのラインアカウントを作
成。利用者にとって利用しやすいい環境を整備。
・「つながるスマイルプロジェクト」では月に1
度の支援申し込み方法としてLINEが定着。
・「フードバンクこども支援プロジェクト」利
用者に「プラス2回」の食料支援の申し込み呼び
かけ時にLINEを活用。個別のやり取りをスムーズ
行うことができた。
今後、公式アカウントの効率的な活用を検討す
る。

必要な方が支援にアクセスしやすい
方法として今後も活用を進める

Ẫ Ϲ− ˢᾗ Ӫ ϻ Σ ӌῺᾒ Ӝ
ϹὌằ̻ Ϲ ᶆῲ Ϲ ᷈ᶡ− ᵺ

‗

ˍ ‗ уӨ↔ ᶆ

18

認定NPO 法人フードバンク山梨



2 ‗ Ṧᵂ ‗ ш

物価高騰の影響を受ける中であったが
企業・団体、一般市民の方々、スクールフー
ドドライブ等、たくさんのご協力のもと、食
品取扱量は376トン、前年比137％で過去最高
となった。

‗ ἨʭὫ ‗ ӜὫ

‗ Ἠʭ(ἵ )

‗ Ӝ

2022 ᴘ ‫ Љ ϫ ầ
ѕἨʭ Ằ2023 ( ) →

各支援での支援世帯数の増加に伴う
食品の取り扱い、施設・団体向配布の実施
もあり、食品提供量303トン、前年比158％と
過去最多となった。
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センター稼働後最多の取扱となった

企業からの大量寄贈を積極的に受け入れ

食品 ằ

303トン（前年比158％）

食品︡ӌ

376トン（前年比137％）

＊数字の単位：トン



1 Ѫԃ ‗ ἽὝ ѻϋḼ

‗ ἽὝ

食品の受け入れは296トンで、前年比137％と伸
長した。
新センターの広さを生かし、より多くの食品・日
用品の受け入れや、特に全国フードバンク推進協
議会とのマッチングからの大口寄贈を積極的に受
け入れた。

Ἠ ♯ ₢⁮

■ ͎ᵕχТ˔ЖЖжϱУếᴟὮḧχם☼
・チラシの配布をおこなった他、希望のあった企

業へは食品回収BOXやのぼり旗の貸し出しを行
い、多くの企業団体からフードドライブでの食
品が集まった。

・PTAや生徒が主体となって行うスクールフード
ドライブでは、年間を通し43校・園の参加が
あった(夏26・冬17校・園)。

冬のスタートイベントは15周年イベント内のセレモニー
にて開始宣言をおこなった。

BOX

ＪＡ南アルプスAコープ・株式会社いちやまマート、
2社15店舗での設置を継続し、10.3トンの寄贈があった。

Ѳּׂש

製パン会社から継続的に9施設へ3トンの寄贈があった。
製パン会社担当者とフードバンク山梨スタッフで各施設
へ訪問をし、今後の配布についてのヒアリングをおこな
った。

全国フードバンク推進協議会
経由での寄贈

大口寄贈の受け入れ

きずなBOXの回収

スクールフードドライブの受け入れ

Ἵ − ᶅѲּׂש ┤Ԇ ἵ
ʸ ‗ ằ̻ ᶽᴭ
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ṽΠ

日用品は、主に直接配布・相談支援での訪問・施
設・団体などへ配布をしたが、どの場面でもニー
ズが高かったため、積極的に受け入れた。

日用品を取り扱う企業からは化粧品や歯ブラシ、
マスクやこども向けのぬいぐるみなど様々な
日用品の寄贈があり、パレット単位での寄贈も
受け入れをした。
一般寄贈者からは、マスクや洗濯洗剤などの
寄贈が多かった。

ˢ Ѳּׂשἐ Ѳ

‗ ˀϑ 25

4

BOX 13

JA
A 2

9

Ѫԃאַ∟ Ѳּׂש

Ѫԃ Ѳּׂש

γἎאַ∟ Ѳּׂש 3

ѕἵ Ὣ

物価高騰などの状況の中、一般寄贈者やスクール
フードドライブなど多くの方々からの寄贈があっ
た。
特に企業・団体寄贈は、防災品等も含め前年度か
ら大幅に増加した。

寄贈のあった日用品(歯ブラシなど)

寄贈のあった日用品(化粧品)

企業単位の定期的なフードドライブも
広がっている

新たな企業・団体のフードドライブも
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(2) ‗ ѲּׂשѪԃ ϋ

返事のお問い合わせは１社あったが、食品寄贈に
おける損金算入可能なことなどの周知不足が推測
されるため、今後の周知の際には企業にとっての
メリットなども合わせてお知らせしていく。
今後もＳＮＳの活用や活動の周知をおこない、
新規企業の開拓を進める。

(3) ѕ‗ ΣӋḾֿפ 303 +ͽ

新センターや県内フードバンクにおける各拠点での
手渡しの食品配布も定着し、利用者からの声をダイ
レクトに聞く機会や交流の時間が増えた。

ɋ ῨἐⱲ ‗ ằ̻

Ɍ ѕ ӜὫ

Ἠ ♯ ( )

‗ 2

ằ̻ 40

ố̻͒ 8

᷈ᶡ−ằ̻ 7

Ԝһ‗ ằ̻ 50

Ԝһ‗ ằ̻(ᶺ↓ ꞈ ằ )̻ 4

Ẵ╚ 129

γἎאַ∟ 9Ẵ╚ Ѳּׂש 3

配布時の様子

食品箱詰め作業の様子

‫ ᶟ ‗ Ἠ ʭ Ằ ᴱ ‗ Ѫԃאַ∟
Ἆ ‗ Ѳּׂש ѩ ἪẾ Љ ḉ ה ᵎ ᶺ

Ῠἐ ↑כּ ͒ Ⱳ ỸẴ ᶓ Ⱳ
Ṑ ằ̻ ;
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活動概要を紹介し寄贈を呼びかけた



(4) ‫ ᶂ ‗ ш ̓ Ỹᵅ

‗ ỷ ̦−ш

農林水産省「フードバンク活動における食品の取
り扱い等に関する手引き」を管理基準とし、
内容に沿った管理を務めた。

‫ Ⱪᵓш

■⌠Ộ ʾ Ḛ χ
・食品仕分け、箱詰め作業場所の確保をし、ボラ

ンティアとの作業がスムーズにおこなえるよう
努めた。

・活動の中での食品・日用品の出入りは流動的で
はあるが、保管場所を確保しより多くの食品や
日用品の取り扱いが実現した。

■ Ϭ► ΰοχ Ḛ
上下連結棚を使用し食品の管理をおこなった。
棚上に保管する食品は期限の長い食品にしたり
と工夫をした。
■ θτ͎ χ ἋṐᵣχ
米２ｋｇの袋詰め作業のさらなる効率化のため
新たに真空機械を２台購入し、真空作業の稼働率
があがった。
■йϱϯϳЕ  τϢϥ ᾫ⌠Ộχ῟ ᴟ
センター入り口付近に重量計を設置したことで食
品寄贈のあった時点で重量の報告が可能に。棚の
位置を変更したことで食品が取りやすくなったり
と倉庫作業のさらなる効率化をはかった。

スタッフやボランティアが行き来する場所を中心
に毎日の清掃を継続した。

・作業終了後のほうきがけ。
・フォークリフトの清掃・法人車の洗車
・精米機使用後の作業場の清掃 等

日用品の保管は、中央市ひまわり支所も引き続き
活用した。

↔ ↔ ∏ⱷ ˓ổ

箱詰め作業時のレーン

食品保管棚の有効活用

新たな真空機の導入

シャッター入口へ配置した重量計

╕ ‗ ш ṥԃ Ḿ ᵊ Љ ᶂ
ṥԃ ♯ ỸẴ
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(5) שּׁ Ἠ ʭ ϯ

‗שּׁ ἵ

継続的に寄贈をしてくださっている企業や、メール
・電話での問い合わせがあった企業からの冷凍食品

を積極的に受け入れた。（７社）
・配布先は、利用者へ直接配布をおこなうスマイル

プロジェクトや冷凍庫を完備している施設・団体
や県内フードバンクへ配布をおこなった。

今後も継続して冷凍・冷蔵品寄贈の周知活動や県外
フードバンク団体と連携し、冷凍・冷蔵食品の取り
扱いを増やしていく。

冷凍ケーキの寄贈

冷凍庫内の様子

(6) Ẵ╚ ⁮אָ

Ẵ╚

■☼ ʾ ΰΪԁ χם☼( ͐ᵕם☼)
確約書締結施設・団体に対し、大口寄贈のあった食
品や日用品を、オンラインのスプレッドシートでニ
ーズ調査を行い、希望する施設・団体へ配布をおこ
なった。
■☼ ʾ Τϣχ τ ᴂ
毎月パントリーを実施している団体、子ども食堂や
福祉施設内でのレクリエーションなど様々
な場面で使用する食品希望が多くあり、各月に提供
可能な食品や日用品を提供した。
■☼ ʾ έρχИ˔Їτ›ϩδθ◦כ
パントリー団体、子ども食堂からは、簡単に調理可
能なカップ麺やレトルト、飲料、お菓子などが特に
ニーズが高く、施設内で給食をおこなっている福祉
施設からは調味料やお米のニーズも高かった。

食品のお渡し

一斉配布の様子

‫ י ᵓשּׁ ‗שּׁ Ἠ ʭ Ѫԃ
‗ ἵ ϫ ϋầ

ѻ ‗ Ӝ ͽ Ẵ╚
ὦ ͒ 129 ‗

˞ Ӫᵏ
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3 Ѳ Љ ᶓ

ᵌ⁵Ѳ ἐ809 ⁵226Ἆ פֿ ӣ Љ ₢⁮

Ṍ Ṅ ϒψיּ τΣ Ϭ Πʺ︡Ϥ ϙχ Ϟ χיּ σςʺέ◦כπᴦ
τσμθᶨ χ ᴮϬ τΣ ΠΰϘΰθʻϘθʺ θσ ϒχ◦כχΣḻΜϬ “ΰ
ο︡Ϥ ϙϘΰθ

(1) Љ Ѳ ᵎ

̙ẶḇρέṄ τνσΫϥῬ Ϭ Πγם☼
お礼の手紙と活動状況が分かる資料、特別なご
案内だと一目でわかる封筒をセットでお届けす
るなど、受け取る方の心に響く方法を工夫した。

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

ⱪᴂכ
ФкЅϴϼЕ

2023年度

ᾤ 1,240

15 Ḽᵊ

ז78ּ

╦ ᾉӺ◖ᵓ
ᵓԌӺ Ṑḩ

494Τ

ˮТ˔ЖНрϼ
ϯϸДЬ˔˯

ᾉ χITḼỘ10ּז

Т˔ЖНрϼάςϜ◦כ
ФкЅϴϼЕ

ᾤ ʾ ὓ1,823

‰ 
Σ ΜμϊΜ

⌠

取り組みテーマに
合わせて

チラシ・封筒を
作成

ϼжϳЖ
ТϮрДϰрϽ

■ τḇּךρם Ϭ τ ΠϘΰθ
領収書に同封するお礼状と共に、取り組みの進
捗や利用者の声など、ご支援で可能になった活
動の成果を丁寧にお伝えした。

̙Ω ϬΣ ΪΰʺέẸ ϬΣḻΜΰϘΰθ
経年で取り組む重点企画（フードバンクこども支
援プロジェクト）に加え、支援を求める声に応じ
て生まれた新しい取り組みの紹介と、ご協力のお
願いを継続して行った。

̙ˮӹ ˯ ϒχ ᴂ Ϭ ϛϘΰθ
継続寄付窓口を委託するREADYFOR㈱のセミ
ナーを受講し、遺贈対応サービスを使用するこ
とを確認。情報収集や学習を重ね、お志を受け
止める体制づくりに努めた。

ᾤ 1,240
ז292ּ
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χ ằ̻ • еἑ′ ῲ

⁵γ˭Ѫԃˢ

＊2023年1月～2024年4月（順不同）

小林製薬株式会社 東京エレクトロン テクノロジーソリューションズ株式会社

株式会社タンザワ 宗教法人生長の家 株式会社ネオシステム ツルヤ化成工業株式会社

株式会社はくばく 昭和南耳鼻咽喉科クリニック 株式会社エム・シー・エス

生活協同組合ユーコープ 旭陽電気株式会社 ヒロセ電気株式会社 株式会社内藤製作所

株式会社テレビ山梨 医療法人田辺産婦人科 株式会社アースリンクイノベーション

株式会社サンポー 株式会社エヌディエス 株式会社シャトレーゼ 株式会社シンク

株式会社エノモト ファスフォードテクノロジ株式会社 有限会社南口運輸倉庫

株式会社甲府大一実業 有限会社峡西シーエーテーブイ 有限会社山梨検査センター

株式会社クロスフォー 有限会社ペリー商事 株式会社オーテックメカニカル

株式会社福島運輸 株式会社クスリのサンロード なかえこどもクリニック

オプトホーム株式会社 有限会社保泉商事 株式会社サンワライフ保険

長田組土木株式会社 昭和総合警備保障株式会社 フォネットグループ 富岳通運株式会社

トヨタエルアンドエフ山梨株式会社 株式会社メイコー 株式会社ＦＵＪＩＳＥＹ

富士急行株式会社 住友林業株式会社 住宅建築事業本部 甲府支店

株式会社Toshin 浄土真宗本願寺派大正寺 株式会社藤石材 株式会社新和運輸

ヒューコムエンジニアリング株式会社 山梨スズキ販売株式会社 山梨ダイハツ販売株式会社

株式会社ササキ 有限会社ジーエヌコーポレーション コミヤマエレクトロン株式会社

株式会社オーク 医療法人碧山会 甲府昭和婦人クリニック 土屋眼科医院

医療法人立史会 今井整形外科医院 医療法人快療会 くつま整形外科医院

医療法人久悠会 津久井胃腸科医院 山梨日野自動車株式会社

株式会社パルライン 株式会社山梨中央銀行 株式会社坂本建運 有限会社總合電化小林

株式会社サニカ 生活協同組合パルシステム山梨 長野 パルシステム共済生活協同組合連合会

パルシステム生活協同組合連合会 株式会社オーテックエレクトロニクス 共信冷熱株式会社

小澤こころのクリニック 医療法人優心会 竜王レディースクリニック 株式会社 M's gift

オギノ食糧株式会社 株式会社システムインナカゴミ 株式会社尾澤工業 テクト株式会社

清水内科クリニック 株式会社早野組 株式会社ジインズ 住友生命保険相互会社 山梨支社

株式会社太陽設計 株式会社内藤ハウス

計84社・団体
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17ε ṓ84εס Ỹ┴ ᴱ ϑ פֿ ͒

̙ˮ ᶈ ˯χθϛχ︡Ϥ ϙ
ホームページやSNSなど自団体の媒体の活用のほ
か、新聞・テレビ・ラジオなど、地域メディア
を中心とした媒体へ活動の掲載を依頼。
「まずは知ることから」を実践し、多くの理解、
共感を得、参加者の拡大につながった。

̙ˮ◦כχ χθϛχ︡Ϥ˯ם ϙ
支援を受けたい方がスムーズに情報を得られ、
支援につながるよう、ホームページ等団体メ
ディアでの情報発信をすすめた。

(2)ᶓ Љ

山梨県立巨摩高等学校で全校生徒へ講演

̙ ФжрϬ ΰθФйІзз˔І
プレスリリース配信サービス㈱PR TIMES「非
営利団体サポートプロジェクト」の審査によ
り無料利用が可能に。2023年7月以降14件を配
信。複数の取材につながった。

̙ ớ σ♪╔ʾ„םᶨ
新型コロナ感染症が5類に移行し、県内外問わ
ず講演・視察依頼が増加。活動の実態を直接
届けられる貴重な機会として、今後も対応し
ていく。

2023年度のトピック

テレビ局の取材に対応

配信日 テーマ

1 7月27日 「ナツボラ」-君のチカラで誰かを笑顔に-7日間のボランティアに高校生のべ228名が参加します

2 9月12日 【約1000世帯への夏の食料支援完了】のべ235名の高校生による「ナツボラ」 -君のチカラで誰かを笑顔に-

3 10月6日 フードバンク山梨は10/15 （日）法人設立15周年記念の催しを開催します

4 10月25日 【開催報告】10/15 （日）に法人設立15周年記念イベントを開催しました

5 11月7日
【子どもの貧困対策】「あなたのご寄付が子どもたちの笑顔に」クリスマスに2,000人の子どもたちに、ひとり1,000円分の
ギフト券を届けるための寄付活動を開始！

6 11月27日 「スポーツの力」で温かな協力の輪を広げたい！「萩原智子杯」でフードドライブを実施します

7 12月6日 【緊急】-物価高騰に立ち向かう食品の架け橋- 12/27 （水）フードバンク山梨は緊急食品配布会を実施します

8 12月13日 【子どもの貧困対策】【過去最多の支援数】クリスマスに約2,000人の子どもたちへ食品を送ります！

9 12月18日 「スポーツの力」が結集！「萩原智子杯」でフードドライブを実施しました

10 12月20日 【フードバンク山梨から中間報告】給食の無い冬休みの子ども約2,000人への支援を開始！

11 1月9日 【令和6年能登半島地震】石川県珠洲市に、緊急支援物資を提供しました

12 1月31日 フードバンク山梨 バレンタインアクション2024【あなたの力が必要です！】

13 2月16日 【フードバンク山梨】2/25 （日）プログラミング・英語学習の成果発表会を開催します！

14 3月25日 子どもの貧困と自立を描いた絵本を全国の図書館に届けたい!

2023 PR TIMES ФйІзз˔Іԁ
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2023 ┴Ỹה

2023/5/15 テレビ山梨 UTYすごろく フードドライブについて

2023/5/17 NHK甲府放送局 フードバンクスタートアップセミナー

2023/5/23 NHK甲府放送局 かいどき アンケート結果

2023/5/29 UTYテレビ山梨

「困っている方にそっと手を差し伸べられる」 連合山梨が食料500kgを寄
付 フードドライブへの協力呼び掛けで

2023/5/29 YBS山梨放送 連合山梨がフードドライブに参加 余剰食品を寄贈 山梨県

2023/7/7 NHK甲府放送局 食料支援のＮＰＯ法人など プログラミングや英語の指導開始へ

2023/7/18
NHK甲府放送局 経済的に貧困な子どもが英語など無料で学ぶ講座の開講式 中央市

2023/7/18
NHK

クローズアップ現代 食費節約で“低栄養”に！？～「値上げ時代」どう健康
守る～

2023/7/31 NHK おはよう日本 夏休み不安抱える困窮子育て家庭

2023/8/7 フジテレビ めざまし８

2023/9/1 NHK甲府放送局 甲府市の新電力会社 収益の一部をフードバンクに寄付

2023/10/16 UTYテレビ山梨
菓子や化粧品、本などを無料で配布 フードバンク山梨 設立１５周年記念
イベント

2023/10/16
TBS NEWS 

DIGEST
菓子や化粧品、本などを無料で配布 フードバンク山梨 設立１５周年記念
イベント

2023/11/14 TOKYO FM 「ONE MORNING」冬のKSP寄付活動について

2023/11/19 NNS

「ジモラブ」コーナー／フードドライブ・きずなボックスと食料支援につい
て

2023/12/8 UTYテレビ山梨 お菓子やシリアル食品など370kgをフードバンク山梨に寄贈 自動車関連会
社の従業員団体

2023/12/10 UTYテレビ山梨 目指せ！未来の“ハギトモ”ジュニアスイマーがタイム競う シドニー五輪
出場・萩原智子さん主催の水泳大会

2023/12/11 FM甲府 年末緊急支援について

2023/12/12 YBSラジオ 年末緊急支援について

2023/12/17 NNS
「ジモラブ」コーナー／山梨トヨタ・ネッツトヨタ フードバンク山梨への
食料支援

2023/12/21 UTYテレビ山梨 エコフェス会場で来場者から寄せられた募金 フードバンク山梨に寄付

2023/12/26 YBS山梨放送 年末緊急支援について

2024/1/31 NHK甲府放送局 バレンタインデーに向けて特設会場開設 甲府市の百貨店

2024/3/25 UTYテレビ山梨
フードバンクが子どもの貧困テーマに絵本制作 図書館などに贈るためクラ
ファン開始

2024/3/25 NHK甲府放送局 絵本通じ貧困に理解を クラウドファンディングで出版費用募る

2024/3/28 FM FUJI FM FUJIₐBumpyₑ CLOSE UP TODAY
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2023 ‫ ┴Ỹה

2023/4/1 山梨日日新聞 困窮世帯に食料を配布 フードバンク山梨

2023/4/16 山梨日日新聞 「元気甲州人」 全国フードバンク推進協議会代表理事 米山広明さん

2023/5/7 読売新聞 子どもに居場所学習支援 学生団体アラベスク

2023/5/18 山梨日日新聞 食料支援のノウハウ伝授-フードバンク山梨がセミナー-

2023/5/19 読売新聞 フードバンク 地域拠点募る 認定ＮＰＯ困窮家庭増で「協力を」

2023/5/24 山梨日日新聞 困窮世帯５割 食事回数減 フードバンク調査来月緊急支援

2023/5/30 読売新聞 フードバンクに米など500キロ寄贈_連合山梨

2023/5/30 山梨日日新聞 フードバンクに食料品503キロ寄贈_連合山梨

2023/5/31 読売新聞 食料支援世帯「食事回数減らす」5割

2023/6/11 山梨日日新聞 困窮世帯に緊急支援ーフードバンク食料150世帯へ

2023/6/20 山梨日日新聞 食品回収活動を強化 夏休みの子ども支援へ

2023/6/23 山梨日日新聞 食料支援 ニーズ倍増

2023/6/24 山梨日日新聞 米などの食料フードバンクに贈る 県弁護士会

2023/6/29 読売新聞 フードバンクに米や麺など寄付 県弁護士会

2023/6/30 山梨新報 県弁護士会が米など７５キロ支援

2023/7/1 山梨日日新聞 フードバンクに食料寄贈 市川三郷の3団体連携

2023/7/7 山梨新報 物価高騰 秋に支援現象を危惧

2023/7/7 山梨日日新聞 フードバンクに組合員浄財寄付 ユーコープやまなし県本部

2023/7/19 山梨日日新聞 フードバンクに募った食品寄付 中央市職員互助会

2023/7/26 山梨日日新聞 コメやカップ麺48キロフードバンクに贈る アドバンステクノロジー

2023/7/29 山梨日日新聞 社員から食料品集めフードバンクに送る 昭和警備保障

2023/8/5 読売新聞 物資箱詰め「人の役に」南アのフードバンク 高校生40人

2023/8/9 山梨日日新聞 ネッツトヨタ山梨ＦＤ

2023/8/18 山梨日日新聞 給食ない夏休み 深刻化 県内困窮世帯物価高で支援要請増

2023/8/23 山梨日日新聞 食料品箱詰め 高校生も作業

2023/10/06 BIGLOBEニュース フードバンク山梨は10/15 （日）法人設立15周年記念の催しを開催します（PR TTIMES）

2023/10/6 時事ドットコムニュース フードバンク山梨は10/15 （日）法人設立15周年記念の催しを開催します（PR TTIMES）

2023/10/25 読売新聞オンライン 【開催報告】10/15 （日）に法人設立15周年記念イベントを開催しました（PR TTIMES）

2023/10/25 富士山経済新聞 【開催報告】10/15 （日）に法人設立15周年記念イベントを開催しました（PR TTIMES）

2023/10/25 時事ドットコムニュース 【開催報告】10/15 （日）に法人設立15周年記念イベントを開催しました（PR TTIMES）

2023/10/16 山梨日日新聞 フードバンク設立15周年祝う

2023/10/28 毎日新聞＆WEB版 続く物価高、フードバンク直撃 誰もが暮らしやすい国に 夏休み利用最多／企業寄付減少 ／山梨

2023/11/11 山梨日日新聞 富士山麓電気鉄道とJR東日本FD

2023/11/26 山梨日日新聞 三井住友海上火災保険ＦＤ

2023/11/26 読売新聞 「ハギトモスマイル」社会問題にスポーツの力

2023/12/6 時事メディカル（WEB)
【緊急】-物価高騰に立ち向かう食品の架け橋- 12/27 （水）フードバンク山梨は緊急食品配布会を実施
します（PR TIMES）

2023/12/10
ガジェット通信（ＷＥ

Ｂ）
【山梨県南アルプス市】「フードバンク山梨」が物価高騰の影響を受け、生活に困っている人へ向け食
品を配布（PR TIMES）

2023/12/11 グノシー
【山梨県南アルプス市】「フードバンク山梨」が物価高騰の影響を受け、生活に困っている人へ向け食
品を配布（PR TIMES）

2023/12/14 富士山経済新聞
【子どもの貧困対策】【過去最多の支援数】クリスマスに約2,000人の子どもたちへ食品を送ります！
（PR TIMES）

2023/12/15 時事ドットコムニュース
【子どもの貧困対策】【過去最多の支援数】クリスマスに約2,000人の子どもたちへ食品を送ります！
（PR TIMES）

2023/12/18 山梨日日新聞 フードバンクにコメや飲料寄贈 損保ジャパンなど３団体

2023/12/19 BIGLOBEニュース 「スポーツの力」が結集！「萩原智子杯」でフードドライブを実施しました （ PR TIMES）

2023/12/20 朝日新聞
「物価高に苦しんでいる子育て世帯へ、”サンタ”から温かいプレゼント」子ども支援プロジェクト発送
作業

2023/12/21 朝日新聞 「温かい年末年始を」子ども支援プロジェクト発送作業

2023/12/22 富士山経済新聞
【フードバンク山梨から中間報告】給食の無い冬休みの子ども約2000人への支援を開始！（PR 
TIMES）

2023/12/22 BIGLOBEニュース
【フードバンク山梨から中間報告】給食の無い冬休みの子ども約2000人への支援を開始！BIGLOBE
ニュース（PR TTIMES）

2023/12/27 山梨日日新聞 フードバンクに１０万円の寄付金 尾澤工業

2023/12/28 山梨日日新聞 年越し 困窮世帯を支援 フードバンク緊急の食料配布

2023/12/30 山梨日日新聞 フードバンクに物資支援 英和大学生ダルクにも

2024/1/7 山梨日日新聞 能登地震 衛生用品珠洲に輸送 フードバンク山梨 要請受け支援

2024/1/10 朝日新聞 被災地のニーズ、「刻々と変化」 支援物資運んだフードバンク団体 [能登半島地震]＜デジタル版＞

2024/1/11 読売新聞 フードバンク山梨衛生用品など届ける（能登半島地震）

2024/2/2 山梨日日新聞 余剰食品募りNPOに寄付 母と女性教職員の会

2024/2/2 NIKKEI COMPASS フードバンク山梨 バレンタインアクション2024【あなたの力が必要です！】（有料版）

2024/2/8 山梨日日新聞 フードバンク山梨が「バレンタインアクション」

2024/3/26 BIGLOBEニュース 子どもの貧困と自立を描いた絵本を全国の図書館に届けたい! -  BIGLOBEニュース（PR TIMES）

2024/3/27 富士山経済新聞 子どもの貧困と自立を描いた絵本を全国の図書館に届けたい!-富士山経済新聞（PR TIMES）

2024/3/27 サンニチデジタル 子どもの貧困 書籍に フードバンク理事長執筆 利用世帯の実情反映

2024/3/29 読売新聞 子どもの貧困 絵本で啓発
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(3) ᾝ→֖ ᾝ֖

2023 ᶼ̽γ ểṶỸ┴

Ⱳ 団体名 参加人数

2023/04/02 甲府北ロータリークラブ 20

2023/06/02 農林水産省・山梨県農政部 12

2023/06/12 山梨しんきん釜水経営者会 60

2023/06/08 板橋区大谷口地区民生・児童委員協議会 24

2023/06/11 昭和綜合警備保障株式会社 130

2023/08/18 甲斐市校長教頭 7

2023/06/24 山梨県退職現職女性教職員の会甲府支部 75

2023/10/11 フードバンクちば（千葉県フードバンク団体連絡会） 12

2023/10/11 甲斐市双葉地区民児協母子父子福祉協会 7

2023/10/24 甲府市教職員組合 女性部 40

2023/11/10 小田川シニアクラブ 25

2023/11/14 甲州市勝沼町民生児童委員会 36

2023/11/20 公益社団法人フードバンクかながわ 20

2023/11/24 山梨県立巨摩高等学校 555

2023/12/05 大谷口地区環境行動委員会 30

2024/03/05 甲府21ワイズメンズクラブ 35

2024/03/08 南アルプス市民生委員児童委員協議会 17

ᾕʾ ⱧỘ 事業名・内容

公益財団法人パブリックリソース財団
中核的フードバンクによる地域包括支援体制事業（3年目）

山梨県下における包括的なフードバンク
支援体制構築事業

公益財団法人流通経済研究所
令和4年度フードバンク活動団体の食品受入能力向上支援事業

食品輸配送費

一般社団法人全国フードバンク推進協議会
令和5年度孤独孤立対策活動基盤整備モデル調査事業

ケアリーバーへの食料支援

公益財団法人パブリックリソース財団
2023年度高山弘子基金

貧困世帯に食料を、乳幼児に
ミルクとおむつを届けたい

一般財団法人山梨福祉財団 真空包装機2台配備

ᾝ→֖ ᾝ֖ ┤Ԇ ′≠ Љ ỉ֖ ϯ
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ᴳ ḛ ;ểͯ ӡ ᶓ

̙ ϷзЅЗи⌠ χ⌠
ʾ2023 ʺḼᵊϬἇ ᴟ
当法人理事長の生み出したストーリー、「勇輝のも
のがたり」を作品化することを決定。
・困窮家庭に育つ主人公「勇輝」は、経済的な厳し
さから友人との関係に悩み、孤立し、孤独な日々を
送る。食料支援を通じてフードバンクと出会い、社
会との関わりを徐々に取り戻し、自分の境遇に向き
合い自立に向けて進んでいく。
ʾТ˔ЖНрϼϠΤϤχᵨ ⌠ᴪϒ ᵊϬӢ
画家・イラストレーターの三井ヤスシ氏は、山梨県
南アルプス市出身、現在は北海道旭川市で活躍され
ている。フードバンク山梨設立時からの協力者で、
さまざまな社会課題へ目を向けられ、ご自身の営む
出版社でも困難な状況にありながら前を向いて進む
方の著作を多く手がけられている。
ʾ 1 ϬΤΪοḛӬ Υḁ
内部での意見集約・三井氏との調整を重ね、
B5版/36ページ/オールカラーの簡易製本版が完成。

̙ᾋΠτΨΜ◓ςϜχ ₉ϬῲΨ ϣδϥθϛ
ˮ ⁯χ‰ ρ῝ Ḭϒ˯Ṅ ϬḼᵊ
ⱢỲψϼжϳЖТϮрДϰрϽπῲΨᾦόΤΪ

ʾ ᶛψ300 ד
約7500部の製本と送付にかかる費用、全国の公立高
校約4900校、都道府県・政令指定都市・市立図書館
約2450館への寄贈費用として計上。
ʾᾝ∕χ◦יּכχᵧ ΤϣʺẸ χ ϬῲΫο
クラウドファンディングの情報は、各種メディアの
活用ともに、現在支援いただいている皆様へも、チ
ラシでのお知らせやメールでのご連絡などを重ね、
賛同とご協力をお願いし、取り組み推進の大きな力
となった。

県庁記者クラブで記者発表

簡易版を先行して作成

(4)

クラウドファンディングサイトに
俳優の石田ひかりさんより
メッセージをいただいた新聞・テレビ・ラジオで報道
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4

(1) ẇͽ ₢⁮

ボランティア交流会で感謝をお伝え

県下の高校に協力を呼びかけた「ナツボラ」

のべ7日間の作業に228人が参加

1 603⁵ Љ ₢⁮
ᶓ

̙ Ψχ ΥˮӪ◘˯ϬⱱκṄμο
ʾ χṁכ◦ ρσϥ⌠Ộ
毎週水曜：賞味期限チェックと分類
隔週木曜・金曜：箱詰め
不定期：お知らせの封入作業やお米の袋詰め
ʾὋ σḩϩϤΥ◦Πϥ◦כᶨ
毎週・定曜日の作業に長年参加してくださる
方々に支援活動は支えられている。
新しくボランティア作業に加わる方にも親切
にレクチャーいただいており、ボランティア
層の広がりに貢献している。

̙ḼỘʾ ʾ“ χ╥ᴥΥ ᴥ
ʾּזᵓ‟ᾅᶨ χԁḕρΰο
ボランティア休暇等を利用した支援活動への
社員参加を促進する企業が増加。
また職場でのフードドライブへの協力も浸透
しており、多くの食品寄付をいただいている。
ʾ ӽ χ “Ộτ⌠כ◦ ԌΥ╥ᴥ
行政単位で行う支援では箱詰め作業に職員が
参加。地域の相談窓口である行政との連携を
進め、支援活動のさらなる充実を図る。

̙‰  τᾦόΤΪθˮЗБЩж˯
ʾΦμΤΪψˮ ψςΞσϥχˁ˯χ
スクールフードドライブを経験した高校生か
ら、寄付した食品がどのように支援に活用さ
れるか知りたい、という声があった。
このため夏の「こども支援プロジェクト」の
準備・発送作業への参加を高校生に呼びかけ
る「ナツボラ（夏休みボランティア）」を企
画した。
ʾ ΨΥˮ ϬӪ꜡˯Ҧ ᾓῇψˮϞϤΥ
Μ˯
進路を考える夏休み、進学や就職のためのボ
ランティア体験を目的とする声が多かった。
終了後は「思っていたより楽しかった」「喜
ぶ顔を想像した」との感想が目立ち、取り組
みの意義と重要性を実感している。
次年度も継続的な取り組みとして展開を予定
する。

企業・団体からのボランティア参加もさかん
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(2)Ậ ᶺ↓ Ѫԃ ᶣ

5/ 17 フードバンクスタートアップセミナー

12/10 萩原智子杯

̙◕ χνσΥϤΥʺ θσϋϧΥϤϒ
ʾˮТ˔ЖНрϼІЌ˔ЕϯАФЈЬЗ˔˯
県内でフードバンク活動を行う団体や活動開始
を検討される方々を招き、フードバンク活動の
概要や、中核団体としてフードバンク山梨が支
援できることをご紹介。
地域で活躍される団体の事例発表や活動準備に
向けての質問などが出され、有意義な時間と
なった。
このあとフードバンク団体を立ち上げた例も
あった。
ʾ ˑσḼỘϞ ρχ ὀ
「青い鳥子ども支援プロジェクト」による母子
世帯への食料支援
寄付付き商品の販売
募金箱の設置
地域のイベントへの出展
など
ʾˮ ᾖ ◓ ˯πТ˔ЖЖжϱУ
主催者のシドニー五輪競泳日本代表 萩原智子氏
の呼びかけにフードバンク山梨が応えて実現。
萩原氏から寄せられたメッセージをもとに、ス
ローガン「スポーツには、力がある」を掲げ、
山梨学院大学シドニー記念水泳場でフードドラ
イブブースを展開した。
多くの選手・保護者が食品を持ち寄り寄付して
くださった。

Ḁ Ἠ ♯ ₢⁮

ᾉ 22χ◕ ʾ
17χּזᵓ ♅Ẹṳᵓρ ὀ

フードバンクこども支援プロジェクト
及び生活困窮世帯への支援で

協力関係ができている自治体や
社会福祉協議会

南アルプス市、中央市、笛吹市、山梨市、
都留市、上野原市、大月市、北杜市、昭
和町、市川三郷町、富士川町、身延町、
甲州市、富士吉田市、富士河口湖町、忍
野村、山中湖村、丹波山村等

̙ᾉ χꜛⱵ ρχ ὀ
ʾϯрϾ˔Е ₰χם☼
調査対象：山梨県内の27市町村（86機関）
回答数および回答率：27市町村中21市町村に係
る機関（77.7%）
ʾПϯзрϽχ
南アルプス市と笛吹市の担当者に食料支援につ
いてのヒアリング
ʾ ὀχθϛχ
甲州市福祉課に地域で食料支援を実施するため
の提案
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5 ḱ

̙ ԏΨἂẽʾ ΠσΜ Ỳ
ᶨ χ ΫΥΨϣΰϬ ὢ

3/24.25 の二日間実施した「緊急食料支援」で食
品を受け取った132世帯のアンケート調査結果

‗ ằ̻ ἐ ˋủ ∞ ḛӄ Ỹ ὶ Ἠ ♯
ḱ ỸẴ ᶀ

ĚĹřđŚ

43%

œœđŚ

52%

đōřĹē 5%

3 ᴘ ‗ ᴘ3 ̳
ε ˢ⁵ ‗ 1 ̳ˀͮ

̳

2%

̳

̳

8%

̳

̳

23%

̳

̳

30%

̳

̳

14%

̳

̳

13%

̳ˀῲ

子ども２人をひとりで育てる女性。
託児の仕事を掛け持ちし、飲食店でもアル
バイト。休みは日曜だけ。
手取りは月に10万円で、就学援助も利用す
るが満額は支給されず、家計は常に切迫し
ている。

この冬は特に電気代の節約に苦労した。
暖房はこたつだけでしのぎ、なるべく電気
を使わないよう心掛けたが、それでも料金
は1.5倍に上昇。
育ち盛りを抱え食費も増す一方。
値引きの食品を買うなど工夫しても家計に
は大きな負担だ。子どもたちの食事はおな
かがいっぱいになるよう用意するが、自分
は食べずに済ませることも。

コロナ禍では、アルバイト先の居酒屋が閉
店するという思わぬ影響もあったが、当時
を考えれば、今、なんとかやっている。
「乗り切れないものはない」と自分を奮い
立たせ、毎日を精一杯暮らしている。

利用者インタビュー

ˮ ṛᾼ ˯ψ60̋ Ϭ ϛ
ˮ ṛᾼ ˯ψ17̋

ˮﬞỘ˯ψ¬10 τϋρϤºτ ϥ

Ỳψˮ ϩϣσΜ˯Υ76%
1ΤὮχ Υ15 ד χ Υ

χ6ᶤ

ṓ Ỳχ Ẑᶛψˮ Ϋ ˯χ
1.9 ρσϤʺ ᶛψϕϖ

1 ԁ θϤ ỡ333דʻ ᵕ ₰
ˢ22 9Ὦˣχ384דϬ13̋ ᴞᵕμθ

╜ ‗ Ṧ
☺ ╥

ĢĽᴕΌĚŘ 2023 ő˰ĜּנĜSĳĹěŚŻƠŦƭƙƯźũűƊTķĦĵ‗ ằ̻šỸẴ!
Ɨ:ƋƒƵűĢĸőằ̻ƙƯźũűƊỸẴᴘˀϑĽ7.8.12ᴘĺᶺĲĮ
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6 ṉϓԜһằ̻ ͒

■移動ルート
富山県高岡市→氷見市→石川県七尾市→
穴水町→輪島市→珠洲市立体育館【目的地】

☺Ḋ ₢⁮ӣҡγ ≠ ἵ 1ᴘ1 − ⁴ᵃ
⁴ ϓ ἵ ├╩ᴱἮὅẬ Ԝһằ̻
ἮὅẬ ỉ

・タオル5,000枚
・下着・靴下 男女400枚
・ごみを捨てるためのごみ袋2,000枚
・身体拭き用ウェットティッシュ など

支援した物資

輪島市：倒壊家屋

倒壊した家屋、陥没した道路などTVニュースで目にしていた光
景が目の前に広がり言葉を失った。
いつ余震がくるのか、緊急車両とひっきりなしにすれ違うなど
緊迫した中での移動が続いた。この中に被災者は何日も身を置
いている。胸が張り裂ける思いだった。
今後もフードバンク団体としてできる支援を行っていけたらと
思う。【小倉】

現地の方々は意外にも淡々と生活しているように見え、悲しみ
や困惑といった心情を感じ取ることができなかった。
どのような影響があるのかとても心配である。
全国各地のナンバーを付けた車両が応援に来ており、各々の支
援への想い、使命感、熱意など一体感を覚えた。
一方でボランティアなど人手の大切さも感じた。【野中】

山梨フードバンクセンターから
物資をいっぱいに積み込んで出発

ᶨכ◦̙ χὊӳ
ʾ ⁯Т˔ЖНрϼ Ẹṳᵓχ ᴂ
全国フードバンク推進協議会は、発災直後から関
係者が被災地域に入り、自治体や被災地域のフー
ドバンク団体等と連携し支援ニーズの把握等初動
対応に取り組む。
ʾ ᾉ ◕Τϣχ πᶨ ᵫ◐
1/6に被災地域の石川県珠洲市からの支援要請に基
づき、加盟団体であるフードバンク山梨に支援物
資の珠洲市への発送を依頼。

七尾市：道路の液状化・空のコンビニ冷凍ケース

輪島市：斜面崩落し土砂が道路を覆う

対応した職員より

◕

35

認定NPO 法人フードバンク山梨



7 ╚ 15Ἶ Ҋ
ˋ ╚ 15 2023 10ᴘ15

Ҋ ᶺ

1 Ҋ

企業の協力によるダンボール工作コーナー

専門家による相談コーナー

51

2002

̙ 20У˔І
多くの企業・団体の皆様のご協力により、多彩な
コーナーが設けられ、帰りには大抽選会で食品・
日用品のプレゼントを支援世帯に提供した。

̙ḇּך 41
寄付企業、スクールフードドライブ実施校、ボランティアの代表の方に感謝状をお渡しし、
利用世帯から公募した「15歳の子どもたちの作文」の最優秀賞受賞者の表彰を実施。

̙15 Ṝ ⌠ Ѐрϼ˔и
15歳の子どもたちから募集し、
24名の応募があった。
・最優秀賞 １名
・優秀賞 ４名
・応募者全員に

参加賞
（クオカード）
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作文コンクール最優秀作品の表彰



♯–̘̓Ӫͯ

ằ̻ ⁵ Љ נּװ
♯–ѯ Ӫͯ Ἠ ♯

( )—˭ уӨ ֬π◘

(2) ⁵ṗ˟→ Ἠ ♯

(3) Ỏγ̘̓ ὢỸ

̙Ϸржϱрᾆ ϒχ ớ ╥ᴥ
・オンライン受講の研修 26件
・会場参加の研修 3件

̙ Ԍ ᵓṳχᵫ℗
活動のあり方に関する意見交換を継続実施

̙╦ Т˔ЖНрϼЈрЌ˔ᵫ χ῟ᴮ
・事務所と倉庫の移動がなくなったことによる業務負担が軽減
・空調が設置された倉庫での作業により安全性の確保が実現

̙ᶆ ỲϬᶨΤΰθ Ἆᵠ χ Ẑ
・物価高騰の影響を反映した職員賃金のベースアップ実現
・子どもがいる職員への「養育手当（子ども1人5,000円）」支給開始
・「災害派遣手当」の導入と支給

̙Ϸржϱр χ ρⱧ Ɫ χ
参加しやすい体制による出席率の向上
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